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3．「太陽コーパス」を利用した確立期現代語の記述
3．1表記　一ハヤワ行下二段（下一段）動詞語尾の仮名遣い一
　　明治時代の仮名遣いは、大きく見れば、歴史的仮名遣いに次第に統一されていく流
れがあり、大体、明治末年ごろまでにはその流れが完結したのではないか、とされて
いる（築島1986）。ただ、その実態調査は十分行われておらず、具体的なことになる
と、不明な部分が多い。『太陽』についても、初期の年次を中心に仮名遣いのゆれは相
当に大きく、本文批判にあたり、相応の処理が要求された。2．2（4）で述べた「修正注
記」に記録された「仮名遣い」の情報を活用すれば、「太陽コーパス」によって、仮名
遣いの実態調査を行うことができる。ここでは、ハ行・ヤ行・ワ行に活用する下二段
動詞（口語法で下一段化した例を含む、以下同）の語尾「ふ」「ゆ」「う」、「へ」「え」「ゑ」
について実態調査を行った結果を報告する。
　　まず、ハヤワ各行の下二段動詞のリストのうち、同じ行の四段活用動詞（口語法で
五段化した例を含む。以下同）があるもの（「叶ふ（下二）」に対する「叶ふ（四段）」）
や、漢字の読み分け作業を要するもの（「捕ふ〔つかまふ・とらふ〕」）を除外する。こ
れは、検索結果に別語が混入することを避けるためである。この処理によりリストに
残った語を検索し、「太陽コーパス」の1895・1901・1909・1917・1925の5年分で100
例以上あると見なされた、次の語を調査対象とした。
　　ハ行下二段動詞　23語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一6一
　　＊与ふ、★訴ふ、★愁ふ、＊終ふ、★押さふ、“衰ふ、換ふ、抱ふ、★数ふ、k考ふ、“加ふ、
　　持ふ、★答ふ、支ふ、★備ふ、堪ふ、★貯ふ、携ふ、★警ふ、控ふ、交ふ、★迎ふ、教ふ
　ヤ行下二段動詞　10語
　　覚ゆ、消ゆ、★聞こゆ、越ゆ、栄ゆ、讐ゆ、絶ゆ、＊増ゆ、見ゆ、燃ゆ
　ワ行下二段動詞　2語
　　植う、据う
　調査の結果、歴史的仮名遣いに合致しない例が、全体の1％に満たないものが、ハ
行14語、ヤ行2語あった（上の一覧で＊を付けた語）。これらは、『太陽』において仮
名遣いが安定していると考えられるものである。ハ行動詞に、仮名遣いの安定してい
る語が多く、ヤ・ワ各行の動詞は、仮名遣いのゆれている語が多いことがわかる。
　次に、無印の語（仮名遣いがゆれている語）について、歴史的仮名遣いに合致しな
い例が、その語の全用例の中で占める百分率を年次ごとに示すと、表2のようになる。
ハ行・ヤ行・ワ行それぞれの語群のなかでは、「太陽コーパス」5年分で歴史的仮名遣
いに合致しない率の高いものから順に配列した。
　この表から、全体を通して、1901年までは、仮名遣いのゆれが大きく、1909年で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくつかの語のゆ　　　　　　　　　　明治　　　　　　　　大正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れがなくなり、　　　　　　1895年　1901年　1909年　1917年　1925年　総数
　　　堪ふ　　10．3％　26．3％　26．2％　　2．7％　　3．4％　1318　　1917年に至って・
　　　控ふ　　12．1％　14．8％　16．0％　　0．0％　　0．0％　176　　一部の語を除き、
　　　椿ふ　　O．O％　21．1％　　0．0％　　0．0％　　0．0％　268　　ほぼ全体が安定す
　　　交ふ　　3・4％　　1・8％　　5・3％　　0・0％　　0・0％　201　　る、という事実を
ハ行 慧　識器　1：9il；：9；1；：；l　lgg知ることができる・
　　　換ふ　　3．4％　　5．3％　　1．3％　　0．0％　　0．0％　842　　ハ行動詞が比較的
　　　携ふ　　O．O％　　3．1％　　7．0％　　O．O％　　0．0％　25g　　ゆれが小さく、安
　　　支ふ　　2．0％　　2．8％　　O．O％　　0．0％　　0．0％　300　　定するのも早く、
　　　栄ゆ　　12．5％　31．3％　　9．5％　　0・0％　　0・0％　103　　ヤ行動詞がこれに
　　　絶ゆ　　5・3％　23・2％　11・0％　　O・O％　　0・0％　712　　次ぎ、ワ行動詞の
　　　越ゆ　　　7．0％　　23．9％　　0．0％　　0．0％　　0．0％　　445
　　　覚ゆ　　7．9％　　2．9％　　8．3％　　1．8％　　2．9％　967　　ゆれがもっとも大
ヤ行見ゆ　3．2％　3．6％　4．9％　。．。％　。7％33。3　きかった、という
　　　聲ゆ　　5．6％　　4．3％　　0．0％　　0．0％　　0．0％　124　行による差異も発
　　　消ゆ　　8．5％　　0．0％　　1．5％　　0・0％　　0・0％　379　　見できるのである。
　　　燃巳　　3・4％　　6・1％　　2・8％　　0・0％　　0・0％　247　　築島（1986）の所
ワ行篶　鷲鷲欝　9igll；：9；1；9；説を大筋で実証で
表2　歴史的仮名遣いに合致しない例の百分率　　　　　　　　　　きるとともに・変
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化の過程を細部ま
で明らかにできるのである。本文批判の記録をコーパスに埋め込んだことで可能にな
る記述例のひとつである。
3．2語法　一比況の助動詞「みたやうだ」「みたいだ」一
　比況の助動詞「みたいだ」は明治期から用いられるようになり、江戸時代から使わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一
れていた「みたやうだ」が変化して生まれたものである（原口1974・松村1977）。こ
の「みたやうだ」から「みたいだ」への交替の様相は、「太陽コーパス」を用いること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、かなり明
　　　　　　　　　　1895年　1901年　1909年　1917年　1925年　計　　　　瞭にとらえる
　　　　　　地の文　　　3　　　3　　21　　　8　　10　45　　ことができる。
みたやうだ　壁文　　1　3　3　1　’21・　表3は、こ
　　　　　　　計　　　　　4　　　6　　　24　　　9　　　12　　55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の二語の出現　　　　　　地の文　　　　　　　　　　　　2　　　6　　　20　　28
みたいだ　　会話文　　　　　　　7　　13　　23　　32　75　　回数を、地の
　　　　　　　計　　　　　　　7　　15　　29　　52　103　文・会話文別
　　　合　計　　　　　　4　　13　　39　　38　　64　158　　にまとめたも
表3　「みたやうだ」「みたいだ」の地の文・会話文別の用例数　　　　　　のである。
1909年までは「みたやうだ」の方が多いが、1917年以後は「みたいだ」の優勢が明
らかになる。「みたやうだ」は、地の文・会話文ともに用いられていたところから、次
第に地の文に限定されていく方向にある。これに対して「みたいだ」は、会話文に出
現することから始まり、次第に地の文へも進出していく方向が見えている。衰退する
語形と台頭する語形との対照が際立つ分布を見せている。
　表4は、この二語の出現回数を、次のような用法分類別にまとめたものである。
　　述定法
　　・お役人の商責は武士の商法見たやうで（会話1925年2号原胤昭「死刑囚の最期」）
　　・この洞穴は竈みたいだ。（会話1925年05号佐野慶介訳「生ける死」）
　　連用法
　　・初心の碁打ち見たやうに、いよ～～解散となつて見なければ、大局が見えず（地
　　　1925年13号鬼谷庵「政界鬼語」）
　　・僕はまるで轟けら見たいにこの年まで生きて來たです。（会話1925年13号下村
　　　千秋「聴蜂」）
　　連体法
　　・小説の断篇見たやうなものを綴つたりして（地1925年11号坪内遣遙「学生時代
　　　の追憶」）
　　・聖徳太子みたいな耳隠しや（地1925年11号徳川夢声「洋装の女と朦朧自動車」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「みたやうだ」
　　　　　　　　　1895年1901年1909年1917年1925年　計　　　は、ほぼ連用法と
　　　　　　述定法　　　　　　　　　　　　　　　1　　1　　連体法に限られ、
みたやうだ諜　；；』　9；2　次第に連体法を中
　　　　　　　計　　　4　・6　　24　　9　　12　　55　　心とするものに用
　　　　　　述定法　　　　　　　　　3　　5　　3　　11　　法が固定していく
みたいだ　　連用塗　　　　　　　　4　　5　　22　　31　　方向が認められる・
　　　　　　連体法　　　　　7　　8　　19　　27　　61　　一方「みたいだ」
　　　　．　　計　　　0　　7　　15　　29　　52　103　　は、連体法から始
　合　計　　　　　　　　4　　13　　39　　38　　64　　158表、，みたやうだ」「みたいだ、の用法別の酬数　　　　　まり・次第に連用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法や述定法に用法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一8一
が拡大していく方向が見て取れる。「みたいだ」が述定法にも拡張する先には、「昭和
期に一般化」（松村1977）する、「僕らは根の土を水で洗われてしまったみたいですか
らね」（横光利一『旅愁』）のような、活用語に下接する助動詞らしい用法への発展に、
つながるものであると考えられる。
　新旧の語形の交替をこのようになめらかに描くことは、コーパスによらない従来の
研究では簡単に実現できなかったものである。
3．3語彙　一く重要〉を意味する漢語形容動詞の文体的価値一
　明治・大正期の総合雑誌の文体は、はじめ文語文が中心であったところから、次第
に口語文が増え、やがては口語文ばかりになる（見坊1957、国立国語研究所1987）。
文体の大きな変革と他の言語現象との関わりを探ることは、確立期現代語を対象とす
る研究テーマとして重要なものである。「太陽コーパス」は、記事ごとに文末辞を指標
に文語か口語かの認定を行い、この情報を、検索結果で取得できるようにしている。
ここでは、〈重要〉を意味する漢語形容動詞を例にとって、語の文体的価値について、
探索してみたい。
　国立国語研究所『分類語彙表』の分類番号「3．37経済」の最初のグループにある語
彙、「大切」「大事」「要」「肝要」「肝腎」「緊要」「重要」「枢要」「主要」「必要」のう
ち、やや性質の異なる「要」「必要」を除いた9語を調査対象にする。この9語につき、
　　　　　　1895年1901年1909年1917年1925年総語数　　「太陽コーパス」の1895
　　　　緊要　100．o％　g7．3％　80．o％　41．2％　6．7％　141　　～1925年の5年分を検
　　　重大　100．0％　93．0％　66．4％　23．4％　0．0％　　608　　索し、形容動詞の単独用
　A群　主要　94・2％　92・2％　53・3％　24・0％　0・0％　144　　法として用いられた例の
　　　霞蒜欝諜1；1；1㌶611みにつき・文語記事・・
　　　肝要　80．4％　68．5％　40．9％　7．4％　0．0％　173　　語記事いずれに出現して
　　　肝腎　61．9％　27．3％　11．8％　7．7％　0．0％　　g2　　いるかを数え、文語記事
　B群　　　大事　55・9％　36・4％　6・5％　0・0％　0・0％　149　　に用いられた比率をまと
　　　大切　80・7％　33・3％　19・1％　4・3％　o・6％　461　　めると、表5のようにな
　文語記事率　　96．3％　73．0％　37．8％　18．8％　　2．4％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。表の最下段には、各表5〈重要〉を意味する瀦形容動詞の文語言己事への出現率　年ごとの全記事数に対し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て文語記事数が占める比
　　　　　　躰国語大辞典第二版初出灘語言海　率を掲しずたが・この鞭
　　緊要　大学垂加先生講義（1679）　　○　　　×　　　を仮の期待値として・文
　　重大　日本外史（1827）　　　　　　　×　　　○　　　語記事への出現率が期待§主要小学19itsx（・874）　　×　×　値を上回るものをA群、
　　重要　西国u志編（1870’71）　　　　×　　　×　　下回るものをB群とした
　　枢要　続日本紀（790）　　　　　　　○　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年により期待値との上　　肝要　江談抄（1111頃）　　　　　　　○　　　O　B　肝腎　三代実録（859）　　　　　　　○　　　○　　　下が入れ替わる語は・総合
　群大事　十七箇条憲法（604）　　　　　○　　　○　　　的に判断した）。相対的に、
　　大切　殿暦（1107）　　　　　　　　○　　　O　　　A群は文語的な価値、B
表6　〈重要〉を意味する漢語形容動詞の文献出現状況　　　　群は口語的な価値、とい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一9一
　う差異をもつと見てよいものと考えられる。
　　これらの語について、『日本国語大辞典第二版』（小学館）の初出文献、『和英語林集
’ 成第三版』（1886年）『言海』（1889－91年）の見出しへの掲出の有無をまとめると、表
　6（前頁）のようになる。A群の語には、初出が新しく、明治中期までの辞書の見出
　しになっていない語が目立つのに対して、B群の語は、古代からあり、明治の辞書に
　も見出しになっているものばかりである。明治になって新たに使われ始めた漢語が文
語的であり、古くから用いられてきた漢語が口語的であるという大勢を具体的に確認
することができよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形容動詞の場合、例えば連　　　　　　1895年1901年1909年1917年1925年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体形には、文語形「なる」に　　　緊要　　100．0％　100．0％　100．0％　75．0％　50．0％
　　A重大　　100．0％．96．8％　84．1％　59．7％　45．5％　　対して口語形「な」という形
　群主要　　100．0％　100．0％　100．0％　86．4％　60．9％　　態の対立がある。各語の連体
　　　重要　　93・9％　92・9％　78・7％　68・1％　36・1％　　形におけるこの二形の出現回
§藁覧ll藁：lll；lll：lll㌶㌶；隠三霊
　表7　〈重要〉を意味する漢語形容動詞の連体形における　　りである・なお・連体法の形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態には「の」もあるが、これ　　　　文語形「なる」の比率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には、文体以外の問題がある
のでここでは除外し、「の」を用いることが一般的である「枢要」「肝要」はこの調査
対象から省いた。
　文語形「なる」の比率は、A群により高く、　B群により低いという差異があること
と、時代を追ってその比率が減少していくことが認められ、出現する記事の文体につ
いて調査した結果（表5）と、連動した傾向ではある。しかし、記事のほとんどが口
語体になる1925年においても、文語形「なる」は健在であり、文体の変化よりも語
法の変化は後れて進んでいることも確かめられる。「太陽コーパス」から得られたデー
タは、語自体がもつ文体的価値、語が用いられる文章の文体、語の形態、これら三者
の関係を考察する好材料を提供している。
　語の文体的価値の認定は、従来は内省により行われることが多かったが（国立国語
研究所1972など）、コーパスを用いることで、実用例に即した多角的な研究を進める
ことができるようになると思われる。
4．おわりに
　以上に記した通り、「太陽コーパス」は、質の高い電子テキストを基盤に置き、そこ
から様々な言語情報を取り出せるデータベースとして整備する方向で構築を進めてお
り、これを活用することで、対象とする確立期現代語の記述に、新生面を切り開くこ
とが期待できると考えている。
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木村睦子・加藤安彦・田中牧郎（1999）「国語辞典編集のための用例データベース」『日本
　語科学』5（国立国語研究所）
見坊豪紀（1957）「明治時代の文語文」『言語生活』74
国立国語研究所（1972）『動詞の意味・用法の記述的研究』秀英出版
国立国語研究所（1987）『雑誌用語の変遷』秀英出版
近藤泰弘（2001）「Linuxによる言語処理一高速文字列検索を例として一」『日本語学』
　20－13
鈴木貞美編（2001）『雑誌『太陽』と国民文化の形成』思文閣出版
田中牧郎（1998）「『太陽』コーパスの作成」『国立国語研究所創立50周年記念研究発表
　会資料集』（国立国語研究所）
田中牧郎・小木曽智信（2000）「総合雑誌『太陽』の本文の様態と電子化テキスト」『日本
　語科学』8（国立国語研究所）
田中牧郎・小木曽智信（2001）「総合雑誌『太陽』の資料性と電子化テキスト」第184回
　近代語研究会（5月18日神戸山手大学）発表資料
田中牧郎（2001）「XML、を利用したコーパスの構築一「太陽コーパス」を中心に一」『日
　本語学』20・13
築島裕（1986）『歴史的仮名遣い』中央公論社
土屋信一（1966）「雑誌「太陽」（明治28一昭和3）に見る表記の変遷」『言語生活』182
土屋信一（1967）「雑誌「太陽」の用字の変遷」『言語生活』193
永嶺重敏（1997）『雑誌と読者の近代』日本エディタースクール出版部
原口裕（1974）「『みたやうだ』から『みたいだ』へ」『静岡女子大学国文研究』7
松村明（1957）『江戸語東京語の研究』東京堂出版
松村明（1977）『近代の国語一江戸から現代へ一』桜楓社
安永尚志（1998）『国文学研究とコンピュータ』勉誠社
付記
研究室公開では、「太陽コーパス」のデモを行い、コーパスに触れていただく予定です。
また、「太陽コーパス」Ver．0．6の試験公開版（1901年の著作権をクリアした記事を対象
にしたもの）を、次の利用条件に承諾していただくことで、無料で提供いたします。　　　　　　　’
　　・試験公開の目的は、利用者の意見を完成時の仕様に生かすことです。「太陽コーパ
　　　ス」への意見、要望、誤りの指摘などを寄せてください。
　　・「太陽コーパス」の試用版を利用して研究成果を発表する場合は、利用した旨を明
　　　記してください。また抜刷・コピーなどを国立国語研究所に寄贈してください。
　　・「太陽コーパス」の試用版の一部または全部について、複写物や加工物を流通させ
　　　てはいけません。
申し込みに際して、利用条件承諾書を提出していただきます。申し込みは研究室公開の会
場で受け付けます。
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